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令和７年度酒蔵等を活用した地域活性化事業委託業務企画提案競技 

募集要項 

 
１．趣旨 

多様な酒類の製造が盛んな豊肥地域において、酒蔵等のそれぞれの特徴を活かし

た体験型プログラムの体験機会を提供することにより、新たな誘客につなげること

を目的とする。 

 

２．契約に付する事項 

（１）業務名 

    令和７年度酒蔵等を活用した地域活性化事業委託業務 

（２）履行期間 

    契約締結の日から令和７年１１月２８日（金）まで 

 （３）履行場所 

大分県豊肥振興局、竹田市及び豊後大野市の酒蔵等（藤居醸造、牟礼鶴酒造、

吉良酒造、浜嶋酒造、萱島酒類、佐藤酒造、久住ワイナリー、くじゅう水泉郷地

ビール村） 等 

（４）業務内容 

別添「令和７年度酒蔵等を活用した地域活性化事業委託業務仕様書」のとおり 

（５）委託予算上限額 

４，９９８，０００円（消費税額及び地方消費税額を含む） 

 

３．参加資格 

  企画提案競技に参加できる者は、次の各号の要件に該当する者とする。 

  なお、資格要件確認のため、大分県警察本部に照会する場合がある。 

（１） 大分県が発注する物品等の調達、売払い及び役務の提供に係る競争入札に参

加する者に必要な資格（令和６年５月１日大分県告示第２５５号）を有する

者。 

（２）本要項を遵守するとともに、業務内容について仕様書に沿って責任を持って遂

行できる法人等であること。 

（３）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当し

ない者であること。 

（４）自己又は自己の役員等が、次のいずれにも該当しない者であること及び次の各

号に掲げる者が、その経営に実質的に関与していないこと。 

ア 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第

７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。） 
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イ 暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

ウ 暴力団員が役員となっている事業者 

エ 暴力団員であることを知りながら、その者を雇用・使用している者 

オ 暴力団員であることを知りながら、その者と下請契約又は資材・原材料の購

入契約等を締結している者 

カ 暴力団又は暴力団員に経済上の利益や便宜を供与している者 

キ 役員等が暴力団又は暴力団員と社会通念上ふさわしくない交際を有するな

ど社会的に非難される関係を有している者 

ク 暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれらを利用している者 

（５）会社更生法、民事再生法等に基づく更正又は再生手続きを行っていない者であ

ること。また、銀行取引停止、主要取引先からの取引停止等の事実があり、客

観的に経営状況が不健全であると判断される者でないこと。 

（６）国税及び地方税を滞納していない者であること。 

 

４．参加申込書及び資格審査書類の提出等 

企画提案競技への参加を希望する者は、以下の書類を作成し、提出期限（（１）提

出書類及び提出期限を参照）までに提出すること。 

（１）提出書類及び提出期限（各１部提出） 

   参加申込書及び資格審査書類 令和７年３月２４日（月）午後５時必着 

   ア 企画提案競技参加申込書（様式１） 

    イ 企画提案競技参加資格確認申請書兼誓約書（様式２の１） 

    ウ 大分県暴力団排除条例に基づく誓約書（様式２の２） 

    エ 会社概要書（パンフレット等会社の業務内容を確認できる書類。サイズ自

由。写しでも可。）      

（２）提出方法 

・持参、Ｅ－ｍａｉｌ又は配達証明付き郵送で提出することとし、提出期限必

着とすること。 

・持参する場合は、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に

規定する休日、日曜日及び土曜日（以下「休日等」という。）を除く午前９

時から午後５時（正午から午後１時までの間を除く）に提出先に持参するこ

と。 

・Ｅ－ｍａｉｌにて提出する場合は、必ず電話にて到達確認をすること。 

（３）提出先 

    「１５．問合せ先」 

（４）その他 

定められた期限までに参加申込書の提出がない場合は不参加とみなす。 
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また、参加申込書の提出後に参加を辞退する場合は、令和７年３月３１日（月）

正午までに「辞退届」（様式３）を提出すること。 

 

５．企画提案競技に係るスケジュール 

（１）募集開始          令和７年 ３月１４日（金） 

（２）提案競技参加申込期限         ３月２４日（月） 

（３）質問受付期限             ３月２４日（月） 

（４）企画関係書類提出期限         ３月３１日（月） 

（５）審査                   ４月 ４日（金）予定 

（６）委託先決定通知                      ４月 ４日（金）予定 

 

６．説明会 実施しない。 

 

７．各酒蔵等のプログラムの内容について 

  仕様書５（１）オにかかる各酒蔵等のプログラム内容が必要な事業者は、下記のと

おり申出をすること。 

 （１）受付方法 

各酒蔵等のプログラム内容が必要であることを明記の上、Ｅ－ｍａｉｌで申出

をすること。件名は「（プログラム依頼）酒蔵等を活用した地域活性化事業」とす

ること。なお、必ず電話にて到達確認をすること。 

 （２）申出期限及び申出先 

ア 申出期限 令和７年３月３１日（月）正午まで 

  なお、提案競技参加申込期限以降の申出については、参加申込をした事業

者に限るものとする。 

イ 申出先 「１５．問合せ先」 

 （３）返信 

（１）のＥ－ｍａｉｌ確認後、令和７年３月１７日（月）以降の平日の午前９

時から午後５時の間に順次メールにて送付する。 

 

８．質問の受付及び回答 

（１）受付方法 

質問の受付は、すべて「質問書」（様式４）にて行うものとし、質問書はＥ－

ｍａｉｌで提出すること。件名は「（質問）酒蔵等を活用した地域活性化事業」と

すること。なお、必ず電話にて到達確認をすること。 

（２）質問書の提出期限及び提出先 

ア 提出期限 令和７年３月２４日（月）午後５時まで 
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イ 提出先 「１５．問合せ先」 

（３）回答 

質問に対する回答は、令和７年３月２５日（火）までに企画提案競技参加者全

員にＥ－ｍａｉｌにて共有する。なお、回答内容は、本業務の募集要項及び仕様

書の追加又は修正事項とみなす。 

 

９．企画提案書類の提出等 

  業務の目的等に留意の上、以下の書類を作成し、提出期限（（１）提出書類及び 

提出期限を参照）までに提出すること。 

（１）提出書類及び提出期限 

企画関係書類 令和７年３月３１日（月）正午必着 

ア 企画提案書（様式５）６部 

イ 企画書（任意様式） ６部 

※Ａ４サイズ横、長辺綴じ、３０ページ以内 

※ファイル等による綴込みはしないこと。２穴パンチを考慮して印刷し、

ステープルは使用せず、ダブルクリップ等でとめること。 

ウ 業務実績書（様式６）６部 

エ 見積書       １部 

（２）提出方法 

・持参又は配達証明付き郵送で提出することとし、提出期限必着とすること。 

・持参する場合は、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に

規定する休日、日曜日及び土曜日（以下「休日等」という。）を除く午前９

時から午後５時（正午から午後１時までの間を除く）に提出先に持参するこ

と。 

（３）提出先 

   「１５．問合せ先」 

 

１０．審査及び結果通知 

（１）審査の方法について 

    企画提案書等の審査は、別途定める審査委員会に諮り、最優秀提案者１者を選

定する。なお、提案競技参加者が多数の場合、審査委員会委員長は予備審査を

行うことができる。予備審査を行った場合は、その結果を全ての提案競技参加

者に通知する。なお、審査委員会は令和７年４月４日（金）に開催予定であり、

正式に決定した後、詳細は後日連絡する。 

（２）審査委員会では、企画提案に係る書類審査及びプレゼンテーションによる審査 

を行う。プレゼンテーションの時間は１者２０分以内とし、超過した場合はそ
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の時点で打ち切る。その後審査委員の質疑を行う。なお、質疑は１５分程度と

する。 

（３）審査委員会における審査は、下記の審査基準に基づき評価する。 

（４）審査結果は、審査日に書面及びＥ－ｍａｉｌにより通知する。 

（５）最優秀提案を行った者を委託候補者とする。ただし、委託候補者との契約が成 

立しない場合は次点の提案を行った者を委託候補者とする。また、委託候補者

が不正な行為を行い、審査結果を自ら有利にしたことが判明したときは、契約

を締結しない。なお、契約締結後に判明したときは、当該契約を無効とする。 

（６）提案競技参加者が１者の場合、各審査委員の合計点の平均が６０点以上であれ 

ば企画提案競技募集要項及び仕様書の要件を満たすと判断し、その提案者を委

託候補者として決定する。 

（７）提案者がいない場合、ホームページでその旨を公表するとともに、再度公募を 

行うものとする。 

 

１１．審査基準 

本企画提案競技は以下の審査基準に基づき審査する。 

審査項目 審査内容 配点 

事業内容 

○業務委託仕様書に沿った企画内容となっているか 

○事業のスケジュールが具体的かつ的確に示されてお

り、実現可能な企画提案となっているか 

４０ 

事業効果 

○事業目的と期待する効果が理解され、その実現に有効

なコンセプトとなっているか 

○広報を含め対象者への周知が期待できるか 

○県が実施する誘客事業として良好なイメージを発信

し、県民一般の興味を喚起することができるか 

４０ 

事業実施体制 
○業務を円滑かつ効果的に行うため、事業実施に必要な

知識、ノウハウ、ネットワークがあるか 
１０ 

事業経費 
○提案内容との整合性は図れているか 

○見積額は適正に積算されているか 
１０ 

 

１２．失格事項 

次にいずれかに該当する場合やその他不正な行為があったときは失格とする。 

（１）この要項に定めた資格・要件が備わっていないとき 

（２）提出書類の提出期限までに所定の書類を提出しなかったとき 
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（３）提出書類に記載すべき内容が記載されていないなど適合しないとき 

（４）提出書類に虚偽または不正があったとき 

（５）選考の公平性を害する行為があったとき 

（６）見積金額が県の提示する予算上限額を上回るとき 

 

１３．契約手続き 

（１）仕様書及び受託者の企画提案書等の記載事項をもとに協議の上、契約を締結す

る。 

（２）企画提案等に記載され、選定で評価した項目については、原則として契約時に

仕様に反映するものとする。ただし、本業務の目的達成のため、必要な範囲に

おいて、受託者との協議により締結段階で項目を追加、変更及び削除すること

ができる。また、契約に係る協議の際には、受託者はあらためて見積書を提出

するものとする。 

 

１４．その他留意事項 

（１）本企画提案競技に係る経費（企画提案書等の作成、提出、審査会参加等に要す

る経費）は、提案競技参加者の負担とする。 

（２）提出された書類は、返却しない。 

（３）提出書類の提出後の修正又は変更は、一切認めない。 

（４）提出書類等に記載された個人情報は、本業務の受託者の選定のみに使用し、そ

の他の目的には一切使用しない。 

（５）審査の内容についての問合せには一切応じない。 

（６）本事業の実施は、大分県議会令和７年第１回定例会における令和７年度当初予

算の成立を条件とする。 

 

１５．問合せ先 

大分県豊肥振興局地域創生部  

〒８７８－００１３ 竹田市大字竹田字山手１５０１－２ 

電  話  ０９７４－６３－１２９１ 

Ｆ Ａ Ｘ  ０９７４－６３－１８９４ 

Ｅ－ｍａｉｌ a11607＠pref.oita.lg.jp 

担 当 末松 渡邉 


